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三木市 吉川町

山田錦の館
　吉川温泉「よかたん」の隣に平成16
年４月17日、吉川町の文化と活力を創
るまちづくりの拠点としてオープン
しました。
　約2,000裃の施設内では、町の特産
である酒米の王者山田錦の歴史や風土、
人々のことを紹介するとともに、吉川
町産の農産物直売所や吉川町で採れ
た野菜を加工し、ふるさとの味を生み
出すあじわいのゾーンや試食ゾーン
などがあり、山田錦の郷「よかわ」の良
さを発見することができます。

三木ホースランドパーク
　自然と人と馬とのふれあいを通じ、活力と魅力のあ

る地域振興と文化の創出に貢献することを目的とし

た余暇活動施設として整備されました。

　162ha（甲子園球場の約50倍）の敷地の中には、日本

初の総合馬術競技施設や、宿泊ができる研修センター、

キャンプ場、道の駅などがあります。また、平成18年

に開催される「のじぎく兵庫国体」の馬術競技の会場

にもなります。

● 第３回合併協議会の結果報告 ２

● 新市まちづくり計画の策定に向けて ３

● 協議会からのお知らせ ４
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５
月
24
日
に
吉
川
町
総
合
中
央
活
動
セ

ン
タ
ー
で
第
３
回
三
木
市
・
吉
川
町
合
併

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
協
議
会
委
員
の
変
更
、
合

併
に
係
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
間
報
告

が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
新
市
建
設
計
画
「
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
策
定
方
針
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
第
11
号

三
木
市
・
吉
川
町
合
併
協
議
会
委
員
の

変
更
に
つ
い
て

５
月
14
日
付
で
の
三
木
市
議
会
の
議
長

の
交
代
に
伴
い
、
新
し
い
委
員
に
、
室
谷

仁
美
氏
か
ら
森
本
吉
治
議
長
が
就
任
さ
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
４
頁
に
関
連
記
事
）

■
報
告
第
12
号

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
に
係
わ
る

住
民
意
向
調
査
の
回
収
状
況
等
に
つ
い
て

先
日
行
わ
れ
た
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

策
定
に
向
け
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ

い
て
の
中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
月
14
日
現
在
で
、
発
送
数
５
千
部
の

う
ち
回
収
数
は
２
千
２
百
16
部
で
、
回
収

率
は
44
・
３
％
で
し
た
。

こ
の
日
報
告
さ
れ
た
回
答
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
満
足
度

１．

住
民
が
満
足
し
て
い
る
部
分

・
三
木
市
…
役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
、
ご

み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
自

然
環
境
・
景
観
の
保
全
、
下
水
道
の
整

備
な
ど

・
吉
川
町
…
役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
、
ご

み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
自

然
環
境
・
景
観
の
保
全
な
ど

２．

住
民
が
不
満
に
思
っ
て
い
る
部
分

・
三
木
市
…
公
共
交
通
（
バ
ス
、
鉄
道
）

の
整
備
、
公
共
料
金
（
上
下
水
道
、
保

育
料
な
ど
）、
道
路
の
整
備
な
ど

・
吉
川
町
…
公
共
交
通
（
バ
ス
、
鉄
道
）

の
整
備
、
道
路
の
整
備
、
公
共
料
金

（
バ
ス
、
鉄
道
）、
医
療
・
福
祉
の
充
実

な
ど

３．

合
併
に
よ
る
期
待
で
一
番
多
い
も
の

・
三
木
市
…
新
し
い
発
想
の
ま
ち
づ
く
り

が
可
能
に
な
る

・
吉
川
町
…
様
々
な
公
共
施
設
の
利
用
が

可
能
に
な
る

４．

合
併
に
よ
る
不
安
で
一
番
多
い
も
の

・
三
木
市
…
公
共
料
金
（
水
道
、
保
育
料

な
ど
）
が
値
上
げ
に
な
る

・
吉
川
町
…
役
所
ま
で
の
距
離
が
長
く

な
る

５．

合
併
に
よ
り
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
項
に
つ
い
て
多
い
も
の

・
三
木
市
…
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
公
共

交
通
（
バ
ス
、
鉄
道
）
の
整
備

・
吉
川
町
…
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
身
近

な
行
政
窓
口
の
設
置
、
公
共
交
通
（
バ

ス
、
鉄
道
）
の
整
備

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
回

の
合
併
協
議
会
で
報
告
さ
れ
た
後
、
『
協

議
会
だ
よ
り
』
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
予
定
で
す
。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
意
見
】
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
協
議
会
の

場
で
公
表
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
新

建
設
計
画
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

第
２
回
協
議
会
で
提
案
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
、
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
第
17
号

新
市
建
設
計
画
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
策
定
方
針
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
の
策
定
方
針
を
説
明
す

る
前
に
、
両
市
町
の
総
合
計
画
の
概
要
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
説
明
を

受
け
、
そ
の
後
、
合
併
後
の
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
展
望
す
る
た
め
の
基
本
（
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
と
な
る
新
市
建
設
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
方
針
に
つ
い
て
、
協

2

報

告

事

項

協

議

事

項

第3回

合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」（
新
市
建
設
計
画
）
策
定
方
針
を
承
認



●●●●●●  新市まちづくり計画の策定に向けて新市まちづくり計画の策定に向けて●●●●●●

新市まちづくり計画は、市町村の合併の特例に関する法律（合併特

例法）に基づいて策定されるものです。

●●●  新市まちづくり計画の策定に向けて●●●

１．新市まちづくり計画の趣旨と位置づけ

この計画は、三木市・吉川町の合併後のまちづくりを進めるにあたって、住民福
祉の向上や地域の均衡ある発展と一体性の醸成を図るため、望ましい方向や将
来像を示す指針となるものです。この計画の内容は、合併後の新市において策定
される総合計画に引き継がれます。

２．新市まちづくり計画の内容

（1）計画の対象地域
　  三木市、吉川町の地域です。
（2）計画の期間
　 平成17年度から平成26年度までの
10年間です。

（3）計画の構成
　　・計画策定の背景と方針

　　
　　・新市の概況
　　・新市まちづくりの基本方針
　　・新市の施策
　　・公共施設の適正配置と整備
　　・財政計画

３．計画策定の進め方

（1）三木市総合計画及び吉川町総合
計画の内容を踏まえつつ、合併のメ
リットを活かしながら、新市としての
新しいまちづくりの方向性を考えて
いきます。

（2）中・長期的な展望に立った新市の
望ましい方向性や将来像を示すと
ともに、新市における地域の一体性
の醸成と、均衡ある発展の実現に
ついて考えていきます。

（3）この計画に位置づける施策・事業
等については、住民サービスの充
実を図るとともに、新市の健全か
つ合理的な財政運営を推進する
観点から、真に必要とされるものに
ついて考えていきます。

（4）住民ニーズの反映のしくみや効率
的な行財政体制の確立など、さら
なる地方分権への対応と行財政
改革について考えていきます。

４．住民意向の反映

計画の策定過程においては、住民への情報提供を積極的に行い、その意向の把握と反映に努めていきます。

3

議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
下
表
参
考
）。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
意
見
】
合
併
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ

う
に
両
市
町
の
総
合
計
画
の
内
容
を
統

一
さ
せ
て
い
く
の
か
。

【
説
明
】
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
新
市

建
設
計
画
を
ま
と
め
た
後
、
三
木
市
と

吉
川
町
が
合
併
し
た
後
に
改
め
て
作
り

直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
都

市
計
画
の
あ
り
方
な
ど
、
両
市
町
が
一

体
と
な
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
も
あ
り
、
合
併
し
た
後
に

新
三
木
市
総
合
計
画
を
作
成
し
て
い
く

こ
と
に
も
な
る
の
で
、
議
会
と
も
十
分

協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

【
意
見
】
新
市
建
設
計
画
の
中
の
吉
川
町
の

位
置
付
け
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

【
説
明
】
計
画
に
は
対
等
の
立
場
で
盛
り

込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

現
実
的
に
は
政
策
の
規
模
、
量
、
実
施

す
べ
き
計
画
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
枠
の
中
で
の
内
容
と
な

る
の
で
、
両
市
町
で
十
分
協
議
し
て
取

り
ま
と
め
た
い
。

第
４
回
協
議
会
で
協
議
さ
れ
る
次
の
２

件
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
第
18
号

各
種
事
務
事
業
（
商
工
観
光
関
係
事
業
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

■
協
議
第
19
号

使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い
（
そ
の

１
）
に
つ
い
て

提

案

事

項



InformationInformation

〒６７３－０４９２
兵庫県三木市上の丸町１０番３０号
（三木市役所内）
TEL ０７９４-８２-４９９０　FAX ０７９４-８２-９７５５
■Ｅ-mail　
　jimu@miki-yokawa-gappei.jp 
■ホームページ　
　http://www.miki-yokawa-gappei.jp 

三木市・吉川町合併協議会

編集・発行

協議会からのお知らせ

今後の会議開催スケジュール

●第4回三木市・吉川町合併協議会
　日　時 ： 6月22日（火）　午後2時30分より
　会　場 ： 三木市立教育センター　
　　　　　4階　大研修室
　
●第5回三木市・吉川町合併協議会
　日　時 ： 7月22日（木）　午後1時30分より
　会　場 ： 吉川町総合中央活動センター　
　　　　　研修館　講習室

備　考 団体名 氏　名規約第５条
第２項

規約第５条
第２項 備　考 団体名 氏　名

（敬省略）

蘆蘆蘆三木市・吉川町合併協議会委員の変更について蘆蘆蘆

第２号 三木市議会議長

旧 新

第２号 三木市議会議長三木市 三木市室谷　仁美 森本　吉治

市町村の合併に関する合併関連三法が成立しました
平成16年5月26日に合併特例新法をはじめとする合併関連三法が公布されました。

このうち、合併特例法に関係する優遇措置の主なものを紹介します。

平成17年3月31日までに合併した市町村は、合併特例法

の優遇措置が受けられます。

平成17年3月31日までに市町村議会の議決を経て県知事

に合併の申請を行い、平成18年3月31日までに合併した市

町村は、改正前の合併特例法の優遇措置が受けられます。

○優遇措置の例

　〔合併特例債について〕

（１）　合併市町村の地域振興や住民の一体感醸成のため

に必要な事業推進を目的とする基金の造成に対して

合併後10年間に限り合併特例債を財源にすることが

でき、その元利償還金の70％が普通交付税によって

措置されます。

（２）　市町村建設計画を達成するため必要な事業の経費

に合併特例債を財源にすることができます。

　　　　合併特例債によって充当できるのは対象事業費の

おおむね95％で、更にその元利償還金の70％が普

通交付税によって措置されます。

　〔地方交付税の算定特例について〕

合併後10年間は、合併後はなかったものと仮定して毎

年算定した普通交付税の額が保障されます。また、更に

その後5年間についても、激変緩和措置があります。

経過措置が盛り込まれました

旧

新

 A市普通交付税

 B市普通交付税 普通交付税の移行措置

10年間 5年間 16年目以降

合併後の
普通交付税

合
併

合併特例債

対象事業費

事業費の95％ 合併特例債

元利償還金
70％交付税措置

84


